
「明
日

へ
／
神
戸
」

鏑

微
締

全

日

本

実

業

柔

道

団

体

対

抗

大

会

報

告

書

明
日

へ
／
神
戸
　
労
働
大
臣
杯
争
奪
第
４８
回

全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
は
５
月
３０
日

～
３．
日
の
両
日
、
神
戸
市
須
磨
区
緑
台

（神
戸

総
合
運
動
公
園
内
）
の
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神

戸
に
男
子
１０５
チ
‐
ム

（１
～
３
部
）
７３５
人
、
女

子
１６
チ
‐
ム

（１
～
２
部
）
９５
人
の
計
１２‐
チ
ー

ム
、

８８０
人
を
集
め
て
盛
況
を
極
め
た
。
昨
年
か

ら
採
用
し
た
国
際
ル
ー
ル
を
さ
ら
に
徹
底
す
る

た
め
の
審
判
講
習
会

（２９
日
実
施
）
も

一
つ
の

進
歩
を
見
せ
た
。

初
日
は
男
子
第
二
部

（２７
チ
‐
ム
）
で
前
年

ベ
ス
ト
８
止
ま
り
だ

っ
た
セ
コ
ム
が
新
日
鐵
広

畑
を
３
１
１
で
降
し
、
初
優
勝
を
遂
げ
た
。
女

子
第
二
部

（１１
チ
ー
ム
）
で
は
大
阪
府
警
が
肥

後
銀
行
に
３
１
０
と
快
勝
し
、
２
年
ぶ
り
２
度

日日
。最

終
日
の
男
子
第

一
部

（１１
チ
ー
ム
）
は
２

年
連
続
１５
度
目
と
な

っ
た
新
日
本
製
鐵
―
旭
化

成
工
業
の
対
決
で
、
両
者
譲
ら
ず
２
１
２
の
同

点
で
大
将
戦
を
迎
え
た
。
こ
こ
で
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
金
メ
グ
リ
ス
ト
吉
田
秀
彦
が
ラ
イ
バ
ル
中
村

佳
央
か
ら
効
果
を
奪
い
、
新
日
鐵
３
１
２
と
大

激
戦
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
２
年
ぶ
り
通
算
２８

度
目
の
優
勝
旗
を
手
に
し
た
。

同
第
二
部

（６７
チ
‐
ム
）
は
ダ
イ
コ
ロ
Ａ
が

―
１
１
で
日
柔
整
請
求
サ
ー
ビ
ス
連
盟
を
振
り

切

っ
て
初
優
勝
。

花
形
を
そ
ろ
え
た
女
子
第

一
部
（５
チ
ー
ム
）

総
当
た
り
戦
は
、
ミ
キ
ハ
ウ
ス
が
ダ
イ
コ
ロ
に

先
取
点
を
奪
わ
れ
な
が
ら
大
将
戦
の

一
本
勝
ち

で
①
１
１
の
内
容
勝
ち
を
収
め
、
４
戦
全
勝
で

前
年
の
雪
辱
を
遂
げ
、
２
年
ぶ
り
通
算
６
度
目

の
栄
光
に
輝
い
た
。

恒
例
の
平
成
９
年
度
年
間
最
優
秀
選
手
は
初

日
の
開
会
式
で
、
永
野
重
雄
杯
が
全
日
本
柔
道

選
手
権
大
会
優
勝
の
金
野
潤
五
段

（綜
合
警
備

保
障
）
に
、
宮
崎
輝
杯
が
世
界
柔
道
選
手
権
大

会
５６
蛯
級
３
位
の
立
野
千
代
里
三
段

（ミ
キ
ハ

ウ
ス
）
に
贈
ら
れ
た
。

・
�

・
函

叶
只
郎

Vttl了乾
F・

1等

開会式であいさつする齋藤 裕会長

平成 9年度最優秀選手賞 を受賞 した金野 潤・立野千代里両選手

試合会場 (グ リーンアリーナ神戸 )

垂 差 堅



互
い
に

一
本
取
り
に
行
く
北
烈
戦

新
日
鐵
２
年
ぶ
り
２８
度
目

壮
烈
な
試
合
内
容
だ

っ
た
。

最
初
か
ら

一
本
を
取
り
合

っ
て
大
激
戦
で
火
ぶ

た
を
切

っ
た
。
問
題
は
旭
化
成
の
中
堅
が
パ
リ
世

界
選
手
権
大
会
事
実
上
の
勝
者
、

つ
い
に
全
日
本

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
期
待
に
こ
た
え
た
巨
豪
案

原
で
あ
る
こ
と
だ
。
前
年
も
同
じ
理
由
は
あ

っ
た

が
、
今
季
の
案
原
は
別
人
に
成
長
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
新
日
鐵
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
１
つ
の
取
り
こ

ば
し
も
許
さ
れ
な
い
。
鉄
は

一
丸
と
な
り
、
火
の

玉
と
化
し
た
。
先
鋒
湊
谷
は

「指
導
」
を
取
る
積

極
攻
撃
か
ら
追
い
か
け
て
、
袖
釣
込
腰
を
あ
ざ
や

か
に
決
め
た
。
続
い
て
次
鋒
養
父
は
下
出
の
大
外

刈
で

「効
果
」
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
右
大
外
刈
で

「有
効
」
を
取
り
返
し
、
払
腰
で

「技
有
」
そ
の

ま
ま
抑
え
込
ん
で

「効
果
」
さ
ら
に
攻
撃
の
手
を

休
め
ず
払
腰
で

「技
有
」
の
一
本
勝
ち
は
応
援
団

を
熱
狂
さ
せ
た
。
こ
の
ス
ト
レ
ー
ト
の
２
点
は
大

き
い
。

中
堅
戦
の
集
原
と
増
地
も
最
後
ま
で
ほ
と
ん
ど

勝
負
の
行
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
互
い
に
左
同

±
。

‐９０
ｃｍ
に
対
し
、

１８６
側
の
増
地
は
い
さ
さ
か
の

ひ
け
も
見
せ
な
か
っ
た
。
左
で
ガ
バ
ッ
と

（そ
う

い
う
音
が
し
た
）
集
原
の
奥
え
り
を
取
り
、
引
き

付
け
る
と

「
そ
う
だ
、
行
け
／
」
の
歓
声
が
挙
が

る
。
案
原
こ
れ
を
嫌
っ
て
首
を
抜
く
が
５
秒
以
内

の
攻
撃
に
移
ら
な
い
た
め
、
消
極
性
が
加
算
さ
れ

「　
　
　
　
　
て

「注
意
」
と
な
る
。

勢
い
づ
い
た
増
地
、
ま

た
も
左
の
奥
え
り
を
ガ

バ
ッ
。
そ
の
直
後
、
事

態
は
ド
ン
デ
ン
返
し
。

増
地
の
出
ば
な
。
集
原
、

支
え
釣
込
足

い

っ
せ

ん
、
こ
れ
が
決
ま
っ
て

見
事
な

一
本
、
残
り
僅

か
に
３０
秒
で
あ

っ
た
。

旭
化
成
が
２
１
１
で

詰
め
寄
る
副
将
戦
も
テ

ク

ニ
シ
ャ
ン
田
辺
が

一
．

決勝戦 吉田が中村に内股で効果優勢勝

「効
果
」
２
を
取
ら
れ
な
が
ら
、
岡
泉
弟
ま
こ
と

に
不
注
意
な

「注
意
」
の
反
則
１
で
形
勢
逆
転
。

た
と
え
ば
岡
泉
が
効
果
を
１０
取

っ
て
い
て
も
、
片

え
り
の
守
勢

一
度
の
注
意
で
負
け
に
な
る
ル
ー

ル
。
審
判
講
習
会

（別
掲
）
で
上
村
氏
が
強
化
の

立
ち
場
で
力
説
し
た
ば
か
り
。
こ
れ
で
２
１
２

の

同
点
だ
が
、
ま
だ
内
容
は
新
日
鐵
に
分
が
あ
る
。

大
将
戦
―
―
。
中
村
が
吉
田
に
襲
い
か
か
る
。

こ
の
一
戦
に
勝
た
ざ
れ
ば
負
け
で
あ
る
。
吉
田
は

激
し
い
動
き
の
中
で
左
ひ
じ
を
痛
め
た
ら
し
い
。

ま
だ
残
り
時
間
は
２
分
１０
秒
も
あ
る
。
だ
が
吉
田

は
そ
れ
か
ら
左
内
股
で

「効
果
」
を
取
り
、
寝
技

の
攻
防
は
無
情
の
時
間
経
過
、
残
り

４７
秒
し
か
な
い
。
突

っ
か
か
る
中
村
、

払
い
の
け
る
吉
田
。
組
ま
な
け
れ
ば

試
合
に
な
ら
な
い
。
つ
い
に

「
そ
れ

ま
で
」
と
小
林
次
雄
主
審
の
大
き
な

声
。
吉
田
は
小
さ
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

を
取

っ
た
。

全
員
が

″取
り
″
に
行
っ
た

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

新
日
鐵
・
岡
泉
　
一手
監
督

昨
年
１
１
１
の
内
容
で
負
け
だ

っ

た
。
相
手
に
築
原
が
い
る
の
で
全
員

で
取
り
に
行
こ
う
と
決
め
た
。
引
き

分
け
戦
法
な
ど
考
え
な
か
っ
た
。
増

地
の
場
合
も

「取
り
に
行
け
」
だ

っ

た
。
弟

。
茂
は
首
を
抜
い
て
取
り
に

行
こ
う
と
し
て
消
極
に
取
ら
れ
た
も

の
。
ま
、
結
果
オ
ー
ラ
イ
で
す
。
ま

た
よ
ろ
し
く
。
自
分
は
監
督
２
年
目

だ
が
、
専
任
は
初
め
て
。

2年 .ゞ り優勝の新 日鐵チーム

五こ:争 寺ゝ←



男子第一部成績表

優 勝 新  日  鐵

準優勝 旭  化  成

第 3位 日本道路公団 A

第 3位 日本中央競馬会

旭  化  成

線合警備保障

ダ イ コ ロ

日本道路公団A

京 葉 ガ ス

日本中央競馬会

東    芝

九 州 電 力

日本道路公団B

NTT東 京

新  日 鐵

I

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 1

新
　
日
　
鐵

【1 回 戦】

ダ イ コ ロ 0-3 日本道路公団A
東     芝 0-1 九 州 電 力

日本道路公団 B l-2 NTT東 京

【2 回 戦】

旭   化   成 2-1
日本道路公 団 A 5-0
日本 中央競 馬会 3-0
NTT東 京 0-5

【準 決 勝】

綜

京

九

新

合 警 備 保 障

葉  ガ ス

州  電  力

日  鐵

第 1試合

旭   化   成

中 村 佳 央 5段

○田 辺  勝 4段

○集 原 信 -5段
窪 田  茂 3段

下 出 善 紀 5段

第 2試合

日本 中央競 馬会

賀 持 道 明 4段

松 本 昌 宏 3段

佐々木伸也 3段

○大 漉 賢 司 5段

瀧 本  誠 2段

②― |

効  果

上四方固

内  股

―

―

|―②

―大 内 刈

―効  果

効  果

日本 道路公 団 A

小 齋 武 ± 3段○

中 嶋 康 博 3段

三谷浩一郎 4段

三 宮 功 -4段
田 村 和 也 3段

新   日  鐵

吉 田 秀 彦 4段

養 父 直 人 5段○

湊 谷 知 幹 4段

増 地 克 之 4段

岡 泉  茂 5段○

勝】【決

州ユ    イし

松 村 浩 二

下 出 善 紀

○集 原 信 一

〇田 辺  勝

中 村 佳 央

成 2-③
4段 釣込み腰

5段 合わせ技

5段 支え釣込足

4段 注  意

5段 効  果

新   日  鐵

湊 谷 知 幹 4段○

養 父 直 人 5段○

増 地 克 之 4段

岡 泉  茂 5段

吉 田 秀 彦 4段○

片 岩 新 小 永 中 集 湊 養

岡 本 名 林 井 田 原 谷 父

直 啓  章 亮 善 信 知 直

治 一 誠 男 平 久 一 幹 人

［男
子
］

第

一
部

第
二
部

第
二
部

［女
子
］

第

一
部

第
二
部

（新
日
鐵
）

（新
日
鐵
）

（旭
化
成
）

（セ
コ
ム
）

（新
日
鐵
広
畑
）

（近
畿
通
関
）

（ダ
イ
コ
ロ
Ａ
）

（ダ
イ
コ
ロ
Ａ
）

（日
柔
整
請
求
サ
ー
ビ
ス
）

ぐ

キヽ
ハ
ウ
る

（ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

（大
阪
府
讐
）

（塩
谷
建
設
Ａ
）

（旭
化
成
）

（日
本
道
路
公
団
Ａ
）

（セ
コ
ム
）

（旭
化
成
Ａ
）

（宮
沢
メ
デ
ィ
カ
ルグ
ル
ー
プ
）

（三
菱
重
工
名
古
屋
）

佐 山 木 中

吾
本写騒

子 恵 絵 子

赤 古  小 田

松 田  齋 辺

和 昌  武

義 直  志 勝

前 酒

島 井

延 伸

弘 哉

楢

崎

教

子

少
イ
こ

佐

々

味

紀

危
後
番



古
田
と
澤
が

一
本
勝
ち
で

創
部
７
年
ロ
セ
コ
ム

勝

先
鋒
、
次
鋒
戦
は
両
者
仲
よ
く

「注
意
」
勝
ち

で
分
け
合

っ
た
。
セ
コ
ム
は
中
田
が
攻
め
勝
ち
、

広
畑
は
永
井
が
大
内
刈
、
払
腰
、
内
股
の
猛
攻
で

相
手
を
守
勢
に
追
い
込
ん
だ
も
の
。
バ
ラ
ン
ス
は

中
堅
戦
で
崩
壊
し
た
。
両
者
、
左
で
が

っ
ぶ
り
組

み
合

っ
て
攻
防
、
古
田
の
大
外
刈
が

「技
有
」
と

な
り
、
そ
の
ま
ま
崩
上
四
方
に
固
め
て
２０
秒
に
達

し
た
と
こ
ろ
で

「技
有
」
の
ブ
ザ
ー
。
大
将
戦
は

開
始
早
々
、
澤
の
背
負
投
げ
が
き
れ
い
に
決
ま
っ

た
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

セ
コ
ム
・
横
田
和
男
監
督

社
で
公
認
の
部
は
ラ
グ
ビ
ー
と
柔
道
だ
け
。
こ

れ
で
私
た
ち
も
ハ
ナ
が
高
い
。
本
社
だ
け
で
１
万

２
０
０
０
人
、
グ
ル
ー
プ
入
れ
る
と
２
万
人
の
中

か
ら
８０
人
も
応
援
に
来
て
く
れ
た
。
同
業
者
も
第

一
部
に
い
る
の
で
、
こ
れ
で
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
セ

コ
ム
も

一
部
の
仲
間
入
り
で
き
て
う
れ
し
い
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
会
社
な
の
で
３
６
５
日
休
む
こ

と
は
な
い
し
、
夜
間
の
勤
務
体
系
が
多
い
。
専
用

道
場
も
な
く
、
各
自
バ
ラ
バ
ラ
に
母
校
な
ど
で
練

習
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
大
会
直
前
１
週
間
だ
け

集
ま
っ
て
合
同
練
習
す
る
だ
け
。

初

優

【準 決 勝】

新 日 鐵 広 畑 ① ― I旭
近 畿 通 関 2-② セ

【決   勝】

化

コ

成

ム

1、 、ド μ
片 ヽ

第二部初優勝のセコムチーム

男 子 第 二 部 成 績 表

イ憂 勝  セ   コ  ム   第 3仕  旭  化  成

準優 勝  新 日 鐵 広 畑   第 3住 近  畿  通  関

以 上 の 4チ ー ム は 次 年 度 第 一 部 に昇 格 す る

新 日 鐵 広 畑 |-3セ  コ  ム

吉 岡 正 人 初段 注  意 中 田 善 久 3段○

○永 井 亮 平 3段 注  意 古 賀 政 己 3段

内 藤 幸 次 3段 合  技 古 田 昌 直 3段○

長谷川洋紀 3段 ―⇒←― 山 田 宏 輝 3段

藤 井 政 徳 3段 背 負 投 澤  幸 正 3段○

決勝戦 古田と内藤の攻防

14 2世紀エンタープライズ

15王 子 製 紙

16新 日 fti名 古 屋

17近 畿 通 関

尊
、

新 日 鐵 広 畑

三 菱化 学 物 流

トヨタ 自動 車

九 州 電 力

綜 合 警 備 保 障

東 レ 滋 賀

日 本 通 運

旭 イし 成 A
西 興 産 業

タッグ高宮接骨院

ア イ シ ン精 機

豊 田 自動 織 機

清水建設北海道

I

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 1

12

13

18

19

20

21

22

23

24

25

26

〓
一
旭

東

井 生 命

イし  河t  B

洋 水 産

セ  コ  ム

新 日 鐵 八 幡

ミ ツ ウ ロ コ

明     送

自衛隊体育学校

東 京 消 防 庁

27 そ



ダ
イ
コ
ロ
Ａ
が
初
優
勝

ダ
イ
コ
ロ
の
先
鋒
岩
本
は
場
外
線
で
も
つ
れ
た

チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
さ
ず
、
見
事
な
十
字
固
め
を
決

め
た
。
こ
れ
に
勢
い
つ
い
て
次
鋒
福
井
も
右
大
内

刈
と
内
股
で
２
つ
の

「有
効
」
を
挙
げ
、
２
点
目
。

強
化
選
手
出
身
の
南
條
は
左
大
内
刈
で
攻
め
な
が

ら
両
者

「警
告
」
の
引
き
分
け
。
レ
セ
プ
ト
業
務

の
日
柔
整
請
求
サ
ー
ビ
ス
は
副
将
上
釜
で
よ
う
や

く
載
て
身
小
内

「技
有
」
で
１
点
返
せ
ば
、
大
将

ダ
イ
コ
ロ
の
新
名
も

「効
果
」
を
取
ら
れ
た
あ
と

小
外
刈

一
本
。

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
トダ

イ
コ
ロ
・
荒
牧
　
勇
監
督

前
の
２
人
が
頑
張
っ
た
の
で
苦
戦
に
な
ら
な
か

っ
た
。
と
は
言
う
も
の
の
新
名
が

一
本
負
け
で
も

し
た
ら
２
１
２
で
内
容
で
危
な
い
と
こ
ろ
だ

っ

た
。
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
。
皆
ま
と
ま
っ
て
勝
利

を
目
指
し
た
成
果
と
思
う
。
来
季
は
第
二
部
で
グ

イ
コ
ロ
２
チ
ー
ム
が
勝
ち
進
み
、
第

一
部
に
定
着

さ
せ
る
の
が
私
た
ち
の
悲
願
で
あ
り
、
夢
で
す
。

【準 決 勝】

宮沢メディカルグルーブ  | - 3  日柔整請求サービス連盟

三菱重工名古屋 0-4 ダ イ コ ロ A

【決 勝 】

日柔整請求サービス連盟  I - 3

桂   剛 5段 十 字 固

長谷|1晴二郎 4段 有  効

岩 尾 和 宏 2段

―○上 釜 代 三 4段 小 内 刈

片 岡 直 治 4段 小 外 刈

ダ イ コ ロ A

岩 本 啓 -4段 ○

福 井 宏 治 4段○

南 條 充 寿 4段

橋 本 和 彦 3段

新 名  誠 3段○

MICイ ンターナショナル

全 国 警 備 保 障

宮沢メディカルグルーブ

日立 製 作 所 日立

フットワークエクスブレス

東京都柔道接骨師会

安   りI  電  機

札 幌 市 役 所

山 形 市 役 所

近 畿 通 関

新 日 鐵 大 分

ク ラ レ 同 山 A
ヨし  にセ  ⊆目  力

三 菱 重 工 神 戸

本 田技研工業熊本

東   芝   A
新  日 鐵  光

戸 高 鉱 業 社

塩 合 建 設

国学院院友柔道クラブ

日柔整請求サービス連盟

東 京 電 力

三洋電機東京製作所

大 阪 ガ ス

三  不日  銀  イ予

セ  コ ム  A
Y    K    K
帝 人 松 山

ヤ  マ  コ ー

東 日本旅客鉄道 A

新 日 鐵 室 蘭

愛 メ デ ィ カ ル

ダ イ コ ロ B

34 日 本  生  命

35 吉 川 工 業 名 古 屋

36  マ          サ

37 +全 会 聖 名 病 院

38 セ  コ  ム  B
39-ギ生_ラーー=トー多一 (棄権)

40富 山 県 庁

41  深井トレーニング研究所

42 東 日本旅客鉄道 B

43 新  日  鐵  堺

44 川 鉄 マ シ ナ リ ー

45 中央 市 場 柔 道 会

46 喜 多村合金製作所

47  工t 日ヨ ら震 苦諧 う七

48 三 菱 重 工 名 古 屋

49 日 本  通  運

50 日立 製 作 所 本 社

5 東  レ 滋  賀

52三 井 造 船 玉 野

53  東    芝     B
54 札 聘え市 イ隻〕FA
55 ネ申1岡 パ ンテ ッ ク

56 ク ラ レ 岡 山 B
57平 成 管 財

58東 京 消 防 庁

59菅 原 整 骨 院

60  デ   シ́  ソ  ー

61  1    M    S
62  ミ   テズ   ノ

63ダ イ ニ ッ カ

64新 日 f載 君 津

65 松  下  電  器

66 東京海上 火災保険

67 ダ イ コ ロ A

|

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 1

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

2

0

4

0

4

|

3

第二部初優勝のダイコロAテ ーム

男 子 第 二 部 成 績 表

イ憂 勝 ダ イ コ ロ A 第 3住  宮沢メディカルグループ

準 優 勝  日柔整請求サービス  第 3位 三 菱 重 工 名 古 屋

以 上 の 4チ ー ム は 次 年 度 第 二 部 に昇 格 す る

2

3

|

3

|

2

3

3

2

3

2

|

2

0

3

1

4

4

ダ

イ

コ
ロ
Ａ

4

3

0

|

0

5

1

4

1

3

3

I

4

0

5

0

5

0

5

0

4

|

4

|

3

2

2

|

|

3



ミ
キ
ハ
ウ
ス
全
勝
で
雪
辱

２
年
ぶ
り
６
度
目
の
笑
顔

最
終
戦
は
ミ
キ
ハ
ウ
ス
ー
ダ
イ
コ
ロ
。
大
阪

・

八
尾
市
と
枚
方
市
、
近
接
職
場
の
紅
ラ
イ
バ
ル
。

昨
年
は
ダ
イ
コ
ロ
の
闘
志
に
の
ま
れ
て
４
１
１

と
完
敗
し
た
だ
け
に
、
今
年
は
新
戦
力
を
加
え
て

ミ
キ
ハ
ウ
ス
が
巻
き
返
し
に
出
る
。
め
っ
た
に
見

ら
れ
な
い
豪
幸
な
国
際
的
先
鋒
戦
（立
野
―
永
井
）

で
幕
が
切

っ
て
落
と
さ
れ
た
。
慎
重
な
う
ち
に
も

一
瞬
の
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
た
ら
、
ど
ん
な
小
さ

な
ポ
イ
ン
ト
で
も
取
る
と
い
う
フ
ァ
イ
ト
で
展
開

し
、
火
花
を
散
ら
す
が
結
果
は
引
き
分
け
。

こ
の
あ
と
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
５２
ｋｇ
銅

メ
グ
ル
の
楢
崎

（旧
姓
菅
原
）
が
登
場
、
結
婚
に

よ
っ
て
か
え
っ
て
落
ち
着
い
た
楢
崎
は
得
意
の
大

内
刈
で
杉
村
を
追
い
回
し
、
つ
い
に

「技
有
」
の

１
点
を
ダ
イ
コ
ロ
に
も
た
ら
す
。
１
１
０
と
劣
勢

の
ミ
キ
ハ
ウ
ス
は
大
将
木
屋
が
柳
花
の
背
負
い
を

小
外
掛
で
返
し

「有
効
」
か
ら
、
が

っ
ち
り
横
四

方
固
め
で
抑
え
、
逆
転
の

一
本
勝
ち
を
決
め
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
在
外
研
究
員
生
活

一
年
の
暮
し
を

終
え
、
帰
国
し
た
ば
か
り
の
田
辺
陽
子
四
段

（ミ

キ
ハ
ウ
ス
）
も
飛
び
上
が

っ
て
大
喜
び
。

中市の一本背負 見事に決 まる

【優勝までの対戦成績】

第 1言式合

ミ キ ハ ウ ス ⑤ -0そ  ど  う

○立野千代里 3段 内  股 笠 崎 恭 子 2段

○大森千賀子 2段 横四方固 柔 田 由 香 初段

○中 市 陽 子 2段 横四方固 吉野貴代子 初段

○南  千 草 2段 払  腰 海老名由美 初段

○木 屋 好 絵 初段 合  技 山下瑠里子 2段

第 2試合

ミ キ ハ ウ ス ② ― |コ  マ  ツ

杉 村 英 子 3段 効  果 井上 くみ子 2段○

立野千代里 3段 
―

 武 田 淳 子 2段

○吉 田 早 希 2段 合  技 小 取 美 輪 2段

○中 市 陽 子 2段 効  果 二 宮 美 紀 初段

鈴 木 香 苗 2段
―

二 宮 美 穂 3段

第 3言式合

ミ キ ハ ウ ス ③ ― 1住 友 海 上

○立野千代里 3段 効  果 茂 木 仙 子 2段

杉 村 英 子 3段 出 足 払 真 壁 友 枝 3段○

○中 市 陽 子 2段 一本背負 角 地 泰 子 2段

吉 田早 希 2段
―

貝 山 仁 美 初段

○鈴 木 香 苗 2段 支釣込足 上 野 雅 恵 2段

第 4試合

ミ キ ハ ウ ス ① ― |ダ イ コ ロ

立野千代里 3段 
―

 永 井 和 恵 3段

杉 村 英 子 3段 大 内 刈 楢 崎 教 子 2段○

吉 田 早 希 2段

―

植 田 庸 子 2段

中 市 陽 子 2段
―

藤 本 哲 子 2段

○木 屋 好 絵 初段 横四方固 柳 花 美 鈴 2段

■
優
勝
監
督

コ
メ

ン
ト

ミ皐

ハ
ウ
ス
・
橋
本
土
史
監
督

上
位
４
チ
ー
ム
は
、
ど
こ
が
優
勝
し
て
も
お
か

し
く
な
い
。
と
に
か
く
我
々
が
柔
道
で
き
る
の
は

社
の
お
蔭
で
、
企
業
ス
ポ
ー
ツ
は
優
勝
で
き
な
か

っ
た
ら
あ
か
ん
と
い
う
こ
と
を
去
年

ハ
グ
で
感
じ

た
。
う
ち
は
３
月
に
素
晴
し
い
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ジ

ア
ム
が
完
成
し
た
ば
か
り
。
そ
ん
な
立
派
な
環
境

が
で
き
て
弱
く
な

っ
た
ら
何
言
わ
れ
る
か
。

最
後
の
メ
ン
バ
ー
は
私
の
考
え
が
当
た
っ
た
。

村
上
コ
ー
チ
も
含
め
、
全
員
が
大
将
は
調
子
の
良

い
ス
ー
ち
ゃ
ん

（鈴
木
香
苗
）
と
思

っ
と
っ
た
。

確
か
に
負
け
る
こ
と
は
な
い
け
ど
、
勝
つ
可
能
性

で
は
木
屋
を
使
い
た
い
。
私
が
少
し
迷

っ
た
ら
、

立
野
や
ら
だ
れ
や
ら
皆
で

「監
督
の
作
戦
通
り
で

い
い
」
と
言

っ
て
く
れ
た
。
そ
れ
で
的
中
し
た
。

杉
村
英
子

（内
側
じ
ん
帯
）
吉
田
早
希

（骨
折
）

が
ケ
ガ
で
大
変
だ

っ
た
。
先
鋒
戦
は
仲
良
し
な
の

で
、
ち
か
ら
入
ら
ん
か
っ
た
と
違
い
ま
す
か
。

2年ぶ り優勝の ミキハウステーム

女 子 第 一 部成 績 表  〈リーグ戦〉

デ
ヽ

住友 lFl l コ 7ヽ ノ` ミキハウス そ ご う ダイコロ 膀   負
い時 負(),

順   位

tL友海 | ＼
＼

|―① |―③ ⑤-0 ②― | 2勝 2敗 3 住

コ マ ツ ①― | ＼ |―② ①-0 |―⑤ 2勝 2敗 4 位

ミキハウス ③― | ②― |

＼
＼

⑤-0 O― | 4  勝 優  勝

そ ご う 0-0 0-① 0-⑤ ＼ 0-⑤ 4  敗 5 位

ダイコロ |―② ①― | |―O ⑤-0 2勝 2敗 2 位



大
阪
府
警
が
２
年
ぶ
り
２
度
目

初
日
、
決
勝
は
１７
時
１５
分
こ
ろ
の
開
始
。
前
年

の
勝
者

・
塩
谷
建
設
Ａ
を
代
表
戦
で
破
っ
た
大
阪

府
警
と
、
失
点
ゼ
ロ
で
勝
ち
上
が
っ
た
肥
後
銀
行

の
対
戦
だ
。
府
警
は
木
山
が

「効
果
」
２
で
先
取

点
を
挙
げ
る
と
中
堅
の
酒
向
も
右
の
大
内
、
支
釣

込
足
で

「有
効
」
を
取
り
、
が
っ
ち
り
横
四
方
回

め
で
勝
負
を
決
め
た
。
こ
う
な
る
と
大
将
山
本
も

小
外
掛

「技
有
」
か
ら
抑
え
込
ん
で
２０
秒
経
過
の

ベ
ル
で
合
わ
せ
技

一
本
。
完
勝
だ
っ
た
。
府
警
は

戦
力
も
次
第
に
ア
ッ
プ
、
基
礎
史
時
代
の
白
石
妹
、

東
城
を
控
え
に
置
く
余
裕
を
見
せ
た
。

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
ト

大
阪
府
弘一一一〒
山
　
一暑
見
男
監
督

塩
谷
建
設
Ａ
が
か
な
り
強
化
で
き
て
い
る
し
、

う
ち
、
し
ん
ど
い
と
思
っ
て
い
た
。
う
ち
は
１
人

も
強
化
の
子
い
な
い
の
に
、
よ
く
ま
と
ま
っ
て
く

れ
て
本
当
に
う
れ
し
い
。
先
鋒
、
次
鋒
と
も
体
重

の
少
な
い
子
が
出
て
、
中
堅
な
ん
か
１０
ｋｇ
の
差
。

ま
、
大
将
だ
け
は
負
け
な
い
の
が
入
っ
て
き
て
良

か
っ
た
。
準
決
勝
、
酒
向
は
締
め
で
負
け
た
が
、

代
表
戦
で
大
将
が
佐
野
に
勝
て
た
わ
け
。
優
勝
し

た
も
の
の
５
人
揃
え
ら
れ
ん
か
ら

一
部
入
り
は
無

理
。

2年▼ミミリ優勝の大阪府警テーム

【準 決 勝】

塩 谷 建 設 A I― ① 大 阪 府 警
松 本 貴 子 3段

―

木山奈央子 2段

○佐野奈津子 2段 腰  絞 酒 向 綾 乃 2段

保 坂 裕 子 2段 小 内 刈 山 本  恵 2段○

(代表戦 )

佐野奈津子 2段      山 本  恵 2段○

塩 谷 建 設 B O― ① 肥 後 銀 行

滝口美知子 2段 ―⇒←一 本田美和子 3段

堀 川 奈 緒 2段 合  技 佐 々 味 紀 初段○

松本亜希子 初段 ―⇒←― 上野 文 子 2段

【決   勝】

大 阪 府 警 3-0肥 後 銀 行

○木山奈央子 2段 効  果 本田美和子 3段

O酒 向 綾 乃 2段 横四方固 佐 々 味 紀 初段

○山 本  恵 2段 合  技 上 野 文 子 2段

湧

幕

ょ

一

塩 谷 建 設 A I
セ  コ  ム 2

日 本 生 命 B 3

西 興 産 業 4

大 阪 府 警 5

塩 合 建 設 B 6
バッケンモーツアルト  7

三菱 自動車岡崎  8
日 本 生 命 A 9
フェザー安全剃刃  0

肥 後 銀 行 日

優 勝 大 阪 府 警

準イ憂勝 肥 後 銀 行

第 3住 塩合建設 A

第 3位 塩合建設 B

大阪府警

女子第二部成績表

定
時
総
会
」
開
催
さ
れ
る

第
３７
回
定
時
総
会
は
、
５
月
３０
日
０
９
時
１５

分
か
ら
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

・
９
階

舞
子
の
問
（神
戸
市
）
で
開
催
さ
れ
、
平
成
１０
年

度
事
業
の

「明
日

へ
／
神
戸
　
労
働
大
臣
杯
争

奪
第
４８
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
」

は
じ
め
左
記
の
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案

ま
で
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

な
お
、
定
時
総
会
に
先
立
ち
理
事
会
が
開
催

さ
れ
同
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

平
成
９
年
度
事
業
報
告

平
成
９
年
度
収
入
支
出
決
算

平
成
１０
年
度
事
業
計
画
案

平
成
１０
年
度
収
入
支
出
予
算
案

平
成
１０
年
度
役
員
改
選

木山(右 )対 本田 (左 )の対戦



審
判

。
強
化
両
面
に
わ
た
る
本
格
的
な
国
際
ル
ー
ル
の
講
習
会
が
、
５

月
２９
日
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
・
９
階

舞
子
の
間
で
開
か
れ
た
。
主
催

・
全
日
本
実
業
柔
道
連
盟
、
後
援

・
動
大

崎
企
業
ス
ポ
ー
ツ
事
業
研
究
助
成
財
団
に
よ
る
も
の
で
、
講
師
は
竹
内
善

徳
（国
際
柔
連
審
判
委
員
）、
上
村
春
樹
（全
柔
連
強
化
副
委
員
長
）、
山
本

裕
洋
（当
連
盟
競
技

・
審
判
委
員
長
）
の
三
氏
が
担
当
し
た
。

昨
年
１０
月
に
パ
リ
の
国
際
柔
連
総
会
で
承
認
さ
れ
た
改
定
部
分
を
主

に
、
約
９０
人
の
参
加
受
講
者
か
ら
熱
心
な
質
問
が
飛
び
、
マ
ッ
ト
（ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
）
を
設
営
し
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
一
一人
の
実
技
者
と
講
師
ら
が
組

手
や
三
角
か
ら
の
抑
込
み
の
解
釈
点
に
つ
い
て
、
納
得
い
く
ま
で
技
を
展

開
し
て
い
た
。

熱心に聞き入る受講者

実 技 指 導 (組手)

実技指導 (三 角からの抑込み)

挨拶される大崎企業スポーツ 古賀伸―郎部長

［あ

と

が

き
］

本
大
会
は
、
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
各
社
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
、

１２‐

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
世
界
選
手

権
大
会
、
全
日
本
選
手
権
大
会
な
ど
の
優
勝
者
を

は
じ
め
多
く
の
精
鋭
た
ち
に
よ
る
熱
戦
が
展
開
さ

れ
た
。

特
に
、
男
子
第

一
部
決
勝
で
は
、　
一
本
で
勝
つ

柔
道
の
素
晴
ら
し
さ
、
団
体
戦
の
醍
醐
味
で
あ
る

最
後
の

一
秒
ま
で
勝
負
の
行
方
が
分
か
ら
な
い
、

手
に
汗
握
る
緊
迫
し
た
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
観
る

人
々
を
魅
了
し
、
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。

ま
た
、
大
会
前
日
に
は
、
審
判
技
術
の
向
上
お

よ
び
昨
年
１０
月
に
大
幅
に
改
定
さ
れ
た
国
際
柔
道

連
盟
試
合
審
判
規
定
の
徹
底
を
図
る
べ
く
、
講
師

に
国
際
柔
道
連
盟
審
判
委
員
の
竹
内
善
徳
先
生
を

お
招
き
し
審
判
講
習
会
を
実
施
し
た
が
、

９０
名
以

上
の
参
加
者
が
熱
心
に
受
講
し
た
。

本
大
会
の
成
功
に
ご
支
援

い
た
だ
い
た
神
戸

市
、
兵
庫
県
柔
道
連
盟
、
関
係
諸
団
体
、
各
位
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

岩
田
久
和

記

印 取 発 発 発

犠
行  行

刷 力 人 行 日

１
９
９
８
年
６
月
２０
日

全
日
本
実
業
柔
道
連
盟

事
務
局
長

山石
田
久
和

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

宮
澤
正
幸

ダ

イ

コ
ロ
株
式
会
社


